


子宮NK 細胞サブセット検査とは

子宮内膜を子宮内膜サンプラー※

を用いて採取します。

※子宮体がんの検査などで使われる

一般的な医療器具です。
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採取からご報告まで

およそ 2 週間です

妊娠の成立・維持に重要な働きをしてい
る子宮NK細胞は、血液中のNK細胞と
性質が異なるため、血液を用いる検査
では子宮内のNK細胞の状態を知ること
ができません。
本検査では妊娠に対する子宮NK細胞
の影響の一端を知ることが出来ます。

• 検査時期は、黄体中期(排卵後5～10日目位)です。

• できるだけ多くの内膜組織をご提供ください。
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不妊・不育治療施設

不妊・不育治療施設

検査は外部委託
をしています

聖路加エスアールエル
先端医療研究センター

検体採取から結果報告まで
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子宮 NK 細胞サブセット検査

CD16とCD56から見たNK細胞分布の評価

フローサイトメトリーにより、以下の 8 つの解析を通して、結果を導き出します。
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データ解析方法

最先端の FCM 解析機器を用いて細胞分析をします。

CD16-/CD56brightはサイトカイン産生が主たる
働きである妊娠の成立・維持に重要な細胞で
CD16+/CD56dimは細胞傷害性のNK細胞です。
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子宮NK細胞データ

※兵庫医科大学医学部　産科婦人科　福井淳史　准教授　監修

報告データ
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